
JP 2012-502642 A5 2012.10.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公表番号】特表2012-502642(P2012-502642A)
【公表日】平成24年2月2日(2012.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-005
【出願番号】特願2011-527310(P2011-527310)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ   1/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ   1/34    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月29日(2012.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の工程を有する、試料における生体分子の含量を正規化するための方法：
ａ）容器表面が高塩条件下で生体分子を可逆的に結合できるように少なくとも定位置で官
能化されている容器表面を有する反応容器を提供すること、
ｂ）少なくとも１つの試料調製工程を実施すること、
ｃ）高塩条件下で、調製された試料からの生体分子を容器表面に結合させること（「結合
及び正規化の工程」）、
ｄ）任意に洗浄すること（「洗浄工程」）、及び
ｅ）少なくとも１つの後続の反応を実施すること。
【請求項２】
前記容器表面が、シラノール基を含有し、及び／又はヒドロキシル基を含有する金属酸化
物若しくは半金属酸化物を含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記生体分子が核酸であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
前記容器表面が当該容器の内部で官能化されている、請求項１から３のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項５】
前記少なくとも１つの試料調製工程が以下を含む群から選択されることを特徴とする、請
求項１から４のいずれか１項に記載の方法：
・細胞溶解、
・細胞変性、
・生体分子の単離、



(2) JP 2012-502642 A5 2012.10.18

・生体分子の精製、
・ＤＮＡへのＲＮＡの逆転写及び／又は
・酵素反応及び／又は試料の処理。
【請求項６】
前記少なくとも１つの後続の反応が以下を含む群から選択されることを特徴とする、請求
項１から５のいずれか１項に記載の方法：
・増幅反応、
・酵素結合免疫アッセイ（ＥＬＩＳＡ）及び／又は
・ハイブリッド捕捉アッセイ。
【請求項７】
前記増幅反応が以下の群から選択される反応であることを特徴とする、請求項６に記載の
方法：
・ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）、
・逆転写（ＲＴ）、
・ループ介在型等温増幅（ＬＡＭＰ）、
・核酸配列に基づく増幅（ＮＡＳＢＡ）、
・ローリングサークル連鎖反応（ＲＣＣＲ）又はローリングサークル増幅（ＲＣＡ）、
・転写介在型増幅（ＴＭＡ）、
・リガーゼ連鎖反応（ＬＣＲ）、
・ネストＰＣＲ及び／又は
・免疫ＰＣＲ。
【請求項８】
ａ）結合及び正規化の工程において結合バッファーが使用され、及び／又は
ｂ）洗浄工程において洗浄バッファーが使用される
ことを特徴とする、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記容器表面が、
ｂ）不飽和有機酸、及び／又は
ｃ）カルボキシル基、スルホネート基若しくはそのほかの極性基
を含有することを特徴とする、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記洗浄バッファーが、水、トリス、錯化剤、ポリオール、洗浄剤、並びにポリマー、コ
ポリマー及び／又はターポリマーを含有することを特徴とする、請求項８又は９に記載の
方法。
【請求項１１】
前記結合バッファーがカオトロピック物質を含有することを特徴とする、請求項８から１
０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
前記カオトロピック物質が以下を含む群から選択される少なくとも１つの物質であること
を特徴とする、請求項１１に記載の方法：
・塩酸グアニジン
・（イソ）チオシアン酸グアニジニウム
・ヨウ化ナトリウム
・ヨウ化カリウム
・（イソ）チオシアン酸ナトリウム及び／又は
・尿素
又はこれらの混合物。
【請求項１３】
請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法の実施に用いるための反応容器であって、
容器表面が高塩条件下で生体分子を可逆的に結合できるように、反応容器が少なくとも定
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位置で官能化されている容器表面を有することを特徴とする、上記反応容器。
【請求項１４】
前記容器表面が、シラノール基を含有し、及び／又はヒドロキシル基を含有する金属酸化
物若しくは半金属酸化物を含有する、請求項１３に記載の反応容器。
【請求項１５】
前記生体分子が核酸である、請求項１３又は１４に記載の反応容器。
【請求項１６】
前記容器表面が当該容器の内部で官能化されている、請求項１３から１５のいずれか１項
に記載の反応容器。
【請求項１７】
前記容器表面が、
ｂ）不飽和有機酸、及び／又は
ｃ）カルボキシル基、スルホネート基若しくはそのほかの極性基、
を含有することを特徴とする、請求項１３から１６のいずれか１項に記載の反応容器。
【請求項１８】
請求項１４又は１７に記載の官能基が、
ａ）プラズマコーティングによって反応容器の物質に適用され、
ｂ）湿式化学法によって反応容器の物質に適用され、及び／又は
ｃ）反応容器自体の物質の特性によって規定される
ことを特徴とする、請求項１４から１７のいずれか１項に記載の反応容器。
【請求項１９】
請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法の実施に用いるためのキットであって、少
なくとも
ａ）結合バッファー、
ｂ）洗浄バッファー、
ｃ）試料調製工程を実施するための任意の試薬、
ｄ）後続の反応を実施するための任意の試薬、及び
ｅ）任意に請求項１３から１８のいずれか１項に記載の反応容器
を有する、上記キット。
【請求項２０】
前記試料調製工程が、逆転写（ＲＴ）である、請求項１９に記載のキット。
【請求項２１】
前記後続の反応が、ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）である、請求項１９又は２０に記載
のキット。
【請求項２２】
前記洗浄バッファーが、水、トリス、錯化剤、ポリオール、洗浄剤、並びにポリマー、コ
ポリマー及び／又はターポリマーを含有することを特徴とする、請求項１９から２１のい
ずれか１項に記載のキット。
【請求項２３】
前記結合バッファーがカオトロピック物質を含有することを特徴とする、請求項１９から
２２のいずれか１項に記載のキット。
【請求項２４】
前記カオトロピック物質が以下を含む群から選択される少なくとも１つの物質であること
を特徴とする、請求項２３に記載のキット：
・塩酸グアニジン
・（イソ）チオシアン酸グアニジニウム
・ヨウ化ナトリウム
・ヨウ化カリウム
・（イソ）チオシアン酸ナトリウム及び／又は
・尿素



(4) JP 2012-502642 A5 2012.10.18

又はこれらの混合物。
【請求項２５】
試料における生体分子の含量を正規化するための、請求項１３から１８のいずれか１項に
記載の反応容器及び／又は請求項１９から２４のいずれか１項に記載のキットの使用。
【請求項２６】
前記生体分子が、ＲＮＡからの逆転写（ＲＴ）によって前記反応容器において作製されて
いるｃＤＮＡであり、ｃＤＮＡが次いでポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）に供される、請
求項２５に記載の使用。
【請求項２７】
前記ＲＮＡがｍＲＮＡである、請求項２６に記載の使用。
【請求項２８】
請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法を実施することを含む、生体分子を検出す
るための方法。
【請求項２９】
前記生体分子が核酸である、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
前記生体分子がＲＮＡである、請求項２８に記載の方法。
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